
昨
年
安
倍
政
権
は
、
憲
法
違
反

の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
、
安
保
法
制
、
戦
争
法
を

強
行
し
ま
し
た
。
参
院
選
は
、
安

保
法
制
＝
戦
争
法
廃
止
、
憲
法
明

文
改
定
（
自
民
党
改
憲
草
案
一
部

・
下
囲
み
）
を
許
さ
ず
、
立
憲
主

義
を
取
り
も
ど
す
か
が
大
争
点
。

ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
消
費

税
大
増
税
路
線
の
破
綻
は
、
明
白
。

世
論
調
査
で
も
２
０
１
３
年
の
参

院
選
の
時
「
経
済
政
策
に
期
待
」

が
６
割
で
し
た
が
、
最
近
調
査
で

は
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
見
直
す

べ
き
」
が
61
％
、
続
け
る
べ
き
23

％
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
国
民
、
区
民
の
実
感
で
す
。

実
質
賃
金
５
年
連
続
マ
イ
ナ
ス

で
５
％
下
落
、
戦
後
初
の
個
人
消

費
２
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
異

常
事
態
。
引
き
金
は
消
費
税
８
％

大
増
税
で
す
。
安
倍
首
相
の
消
費

税
増
税
先
送
り
は
、
経
済
政
策
大

失
敗
の
表
明
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

「
社
会
保
障
の
た
め
」
と
い
う

消
費
税
大
増
税
の
口
実
を
荒
川
区

も
容
認
し
て
き
た
が
、
結
果
は
格

差
と
貧
困
の
拡
大
で
す
。
一
方
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
巨
額
の
利
益
を

大
企
業
と
大
株
主
に
も
た
ら
し
ま

し
た
が
、
設
備
投
資
や
賃
金
、
下

請
の
中
小
企
業
に
は
回
ら
ず
、
３

０
０
兆
円
を
超
え
る
内
部
留
保
と

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
（
租
税
回
避

地
）
に
回
っ
て
い
ま
す
。
貯
蓄
ゼ

ロ
世
帯
は
、
３
年
間
で
４
７
０
万

世
帯
増
、
全
世
帯
の
35
％
。
税
金

は
、
応
能
負
担
が
原
則
。
大
企
業

と
富
裕
層
へ
の
優
遇
税
制
と
税
逃

れ
を
正
す
な
ど
消
費
税
に
頼
ら
な

い
別
の
道
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
も
非
正
規
雇
用
が
４
割
に

達
し
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下
の

働
く
貧
困
層
も
１
１
３
９
万
人
に

達
し
て
い
ま
す
。
い
ま
消
費
の
落

ち
込
み
の
要
因
と
し
て
正
規
雇
用

の
三
分
の
一
以
下
の
賃
金
し
か
な

い
非
正
規
雇
用
の
拡
大
と
い
う
構

造
的
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル
を
確

立
す
べ
き
で
す
。
税
金
の
使
い
方

も
社
会
保
障
や
若
者
な
ど
に
優
先

し
て
使
う
転
換
が
必
要
で
す
。

世
界
の
地
震
の
10
％
が
日
本
列

島
で
起
こ
り
、
現
在
活
動
期
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
発
生
確
率
が
低

い
と
さ
れ
た
熊
本
で
大
地
震
が
起

き
ま
し
た
。
福
島
原
発
事
故
は
、

５
年
経
っ
て
も
収

束
せ
ず
、
い
ま
だ

に
９
万
人
が
避
難

生
活
で
す
。
に
も

関
わ
ら
ず
安
倍
政

権
は
、
原
発
再
稼
働
に
突
き
進
ん

で
い
ま
す
。
国
民
の
命
、
安
全
よ

り
原
発
で
儲
け
る
巨
大
企
業
の
利

益
を
優
先
す
る
政
治
を
変
え
る
と

き
で
す
。

区
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

安
倍
政
権
の
経
済
、
雇
用
政
策
の

破
綻
に
よ
り
犠
牲
が
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
憲
法
を
い
か
し
、
く
ら

し
と
命
最
優
先
の
区
政
運
営
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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６
月
21
日
に
開
か
れ
た
荒
川
区
議
会
定
例
会
６
月
会
議
で
日
本
共
産
党

区
議
団
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
参
院
選
の
最
中
に
開
か
れ
る

議
会
だ
け
に
、
国
政
の
大
争
点
が
区
政
で
も
大
き
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
度
７
を
２
回
経
験
し
た
熊
本

地
震
は
、
耐
震
補
強
を
し
た
庁
舎

ま
で
崩
落
し
、
多
く
の
公
共
施
設

も
利
用
で
き
ず
、
屋
外
避
難
や
自

動
車
生
活
を
送
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

首
都
直
下
型
地
震
が
近
づ
く
中

で
、
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、
区
民

の
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
荒
川
区
と
し
て

も
公
共
施
設
の
安
全
性
の
再
点
検

と
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
「
公
共
施
設
の
耐

震
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
進
ん

で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
流

動
食
な
ど
備
蓄
品
や
避
難
所
開
設

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
計
画
の

検
証
と
強
化
に
努
め
る
。
地
域
の

学
校
が
避
難
所
と
し
て
使
え
な
い

場
合
は
、
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
な
ど

も
活
用
す
る
」
な
ど
と
し
ま
し
た
。

災
害
弱
者
の
対
策
な
ど
も
改
め

て
提
案
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

被
災
地
救
援
と
と
も

に
教
訓
を
生
か
し
た

地
震
へ
の
備
え
の
強

化
が
必
要
で
す
。

自民党改憲草案（一部）
９条２項削除・国防軍創設

第二章 安全保障

（平和主義）

第九条 日本国民は、正義と秩序

を基調とする国際平和を誠実に希求

し、国権の発動としての戦争を放棄

し、武力による威嚇及び武力の行使

は、国際紛争を解決する手段として

は用いない。

２ 前項の規定は、自衛権の発動

を妨げるものではない。

（国防軍）

第九条の二 我が国の平和と独立

並びに国及び国民の安全を確保する

ため、内閣総理大臣を最高指揮官と

する国防軍を保持する。

日本国憲法９７条 削除

（削除）

９７条 この憲法が日本国民に保

障する基本的人権は、人類の多年に

わたる自由獲得の努力の成果であつ

て、これらの権利は、過去幾多の試

錬に堪へ、現在及び将来の国民に対

し、侵すことのできない永久の権利

として信託されたものである。

代表質問を行う

横山幸次区議



日
本
に
お
け
る
認
知
症
は
、
２

０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
を
超

え
５
人
に
一
人
出
現
す
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
徘
徊
で
線
路
内

に
進
入
し
列
車
と
衝
突
し
て
亡
く

な
り
そ
の
後
、
鉄
道
会
社
か
ら
介

護
し
て
い
た
遺
族
に
多
額
の
損
害

賠
償
が
請
求
さ
れ
た
り
、
介
護
を

苦
に
し
た
殺
人
な
ど
大
き
な
社
会

問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
早
期
発
見
と
適
切

な
ケ
ア
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
、

自
宅
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
区
民
の
理
解
促
進
と
人
的

体
制
、
必
要
な
支
援
施
策
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
が
全
国

で
様
々
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
荒
川
区
で
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
や
場
所
の
確
保
が
困
難
、
区

の
支
援
も
毎
週
開
催
し
な
け
れ
ば

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
補

助
金
は
、
半
額
で
上
限
10
万
円
と

実
態
に
あ
い
ま
せ
ん
。

認
知
症
対
策
と
し
て
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
な
ど

の
支
援
強
化
な
ど
基
盤
整
備
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
区
民
の
理
解

促
進
に
向
け
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
養
成
目
標

を
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
計
画
的
な
整
備
推
進
、
３
地
域

で
月
１
～
２
回
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

開
催
、
普
及
の
た
め
に
支
援
、
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
・
普
及
啓
発
を
推

進
し
て
い
く
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

来
年
も
待
機
児
童
の
増
加
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
国
は
、
待
機

児
童
対
策
と
し
て
国
基
準
以
上
の

保
育
体
制
を
取
っ
て
い
る
自
治
体

へ
国
基
準
に
見
直
す
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。
い
ま
で
も
保
育
所
で
の

痛
ま
し
い
死
亡
事
故
が
後
を
断
ち

ま
せ
ん
。
待
機
児
童
対
策
を
規
制

緩
和
に
よ
る
保
育
士
は
配
置
基
準

切
り
下
げ
と
詰
め
込
み
で
行
う
な

ど
、
子
ど
も
を
大
切
に
し
な
い
国

そ
の
も
の
で
す
。

荒
川
区
と
し
て
、
年
度
途
中
も

含
め
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
認

可
保
育
園
増
設
計
画
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
国
基
準

へ
の
引
き
下
げ
要
求
に
対
し
現
行

の
保
育
士
配
置
基
準
を
維
持
し
質

を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
現
行
の
配
置
基
準
を
維

持
、
保
育
園
も
「
荒
川
税
務
署
敷

地
活
用
な
ど
用
地
を
確
保
し
保
育

園
施
設
を
整
備
」
と
答
弁
。

こ
こ
は
、
２
０
０
８
年
に
西
日

暮
里
保
育
園
大
規
模
改
修
の
際
、

仮
園
舎
を
設
置
。
日
暮
里
地
域
の

保
育
需
要
も
考
え
て
、
そ
の
ま
ま

活
用
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

区
も
税
務
署
や
国
、
東
京
都
と
交

渉
も
し
た
よ
う
で
す
が
、
結
局
１

年
間
で
取
り
壊
し
ま
し
た
。
今
回
、

こ
の
場
所
を
購
入
す
る
目
途
が
つ

い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
旧
町
屋

ひ
ろ
ば
館
（
下
写
真
）
も
一
時
期

改
修
し
て
ド

ン
ボ
ス
コ
保

育
園
の
耐
震

改
修
中
の
仮

園
舎
で
活
用
、

そ
の
ま
ま
使

い
続
け
る
こ

と
も
で
き
た
は
ず
で
す
。
早
期
の

保
育
園
建
設
を
す
す
め
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

オレンジカフェ（認知症カフェ）とは「認知症の

人と家族、地域住民、専門職等の誰もが参加でき、集

う場」です。「認知症施策推進５か年計画（オレンジ

プラン）」では、「認知症の人やその家族等に対する

支援として、認知症カフェの普及を位置づけています。

キャラバン・メイトは認知症サポーターを養成す

る「認知症サポーター養成講座」を開催し、講師役を

務めていただく人です。キャラバン・メイトになるた

めには所定のキャラバン・メイト研修を受講し登録す

る必要があります。

高
す
ぎ
る
大
学
授
業
料
、
奨
学

金
も
多
額
の
借
金
を
さ
せ
る
「
学

生
ロ
ー
ン
」
、
卒
業
時
に
３
～
４

０
０
万
円
の
借
金
。
給
付
制
奨
学

金
の
創
設
を
国
に
求
め
、
荒
川
区

独
自
の
実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
世
帯
は
、
大
学
進
学

を
希
望
し
て
も
「
授
業
料
の
た
め

の
ア
ル
バ
イ
ト
・
奨
学
金
」
が
収

入
と
認
定
さ
れ
世
帯
の
生
活
費
支

給
額
が
削
減
さ
れ
、
事
実
上
進
学

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
奨
学

金
な
ど
収
入
認
定
し
な
い
よ
う
国

に
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
国
も
給
付
制
奨
学
金
の

創
設
を
検
討
。
入
学
金
に
つ
い
て

は
収
入
認
定
し
て
い
な
い
、
国
の

動
向
を
注
視
。
他
区
の
動
向
を
把

握
し
て
い
く
」
な
ど
と
答
弁
。

児
童
扶
養
手
当
を
４
か
月
に
一

回
支
給
か
ら
隔
月
支
給
か
毎
月
支

給
に
改
善
す
る
こ
と
、
就
学
援
助

の
中
学
生
入
学
準
備
金
を
３
月
支

給
に
す
る
こ
と
を
提
案
。
区
は
、

「
国
の
検
討
を
注
視
、
支
給
時
期

を
早
め
る
こ
と
は
困
難
」
と
答
弁
。

や
っ
て
い
る
区
も
あ
る
の
で
す
が
。

「
国
の
動
向
を
注
視
」
で
は
子

ど
も
の
貧
困
の
解
決
は
で
き
ま
せ

ん
。
地
方
か
ら
積
極
的
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

解体されたプレハブ園舎

そ
の
他
の
質
問

☆
障
害
者
差
別
解
消
法
を
受
け
、

「
差
別
の
定
義
」
「
合
理
的
配

慮
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、

民
間
へ
の
働
き
か
け
と
区
内
の

課
題
の
総
点
検
す
る
こ
と
。

☆
住
宅
政
策
を
扱
う
専
門
の
課

を
設
置
す
る
こ
と
。

☆
小
規
模
事
業
者
経
営
力
強
化

支
援
事
業
で
、
区
内
事
業
者
を

使
っ
た
場
合
に
補
助
率
を
３
分

の
１
に
拡
充
す
る
こ
と


